
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
」
と
「
子

育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減

と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
を
重
点
施

策
と
し
、
引
き
続
き
、『
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
３
年

度
は
、
新
た
に
牛
根
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
、
牛
根
地
区
の
子
育
て

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
加
え
て
、
乳
児
用
品
等

購
入
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
乳
幼
児
用
品
等
の
購
入
助

成
金
、
月
額
３
千
円
を
６
千
円
に

拡
充
し
、
子
育
て
世
代
の
さ
ら
な

る
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

い
て
要
望
の
あ
っ
た
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
の
早
期
実
施
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
10
月
に
開
設

い
た
し
ま
し
た
、
母
子
保
健
型
垂

水
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
保
健
師
等
が
専

門
的
な
見
地
か
ら
助
言
・
保
健
指

子育て
支援

導
を
行
い
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ

た
支
援
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
・
制
度
を
十
分

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
広

報
に
努
め
な
が
ら
、
保
健
・
福
祉

が
連
携
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
ま
で
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
が
で
き
る
よ
う
体
制
整
備

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

未来未来への挑戦－主な関連事業を紹介－

子育て世代支援関連 予算額 5,385 万 8 千円

　　  牛根地区

放課後児童クラブ施設整備事業
新規

111 万 9 千円／福祉課

子育て世代の仕事と子育ての両立
牛根小学校の空き教室を活用して、児童クラ
ブを設置し、子育て環境の整備を図る

子育て世帯の経済的負担を軽減
未就学児から 18 歳までの医療費を年齢
に応じて助成

子ども医療費助成事業
2,214 万円／福祉課

継続

安心して妊娠・出産できる体制確保
妊婦健康診査の１回目～14回目までの公
費負担により、経済的負担の軽減を図る

妊婦健康診査事業
795 万 5 千円／保健課

継続

ひとり親世帯の経済的負担を軽減
ひとり親家庭を対象に医療費の保険適用
分を助成（※所得制限あり）

ひとり親家庭
医療費助成事業

642 万 6 千円／福祉課

継続

子育て世帯の経済的負担を軽減
乳児用品（おむつ、離乳食等）の購入費
を助成　年間 72,000 円分に拡充

乳児用品等購入
助成事業【拡充】

528 万円／福祉課

妊娠期から子育て期の支援
保健師等が専門的な見地からマネジメ
ントする支援体制を構築

子育て世代包括
支援センター事業

103 万 1 千円／保健課

継続

継続

▲子ども医療費助成

▲妊婦健康診査

▲子育て世代
　包括支援センター

▲子育て支援全般

子育て支援の詳細は
垂水市公式 HP でも
ご確認いただけます。

目的 目的

目的

目的 目的

目的

Challenge
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